早稲田大学研究所・朝鮮半島政策コロキアムのご案内

１．趣旨

　北朝鮮の金正恩体制がスタートして2年が過ぎました。「変化」への期待が高まった一方で、軍事的な強硬姿勢により、緊張が激化する局面もありました。「金正恩体制の北朝鮮」は今どのような状況にあるのか。今後どのような方向に進むのか。韓国の北朝鮮研究において権威ある慶南大学極東問題研究所の代表団をお招きし、日韓の専門家が議論する場を設けました。関係各位のご参加をお待ちしております。

２．日時・会場

　１）日時：　2014年6月17日（火）午後2時～7時

　２）会場：　早稲田大学19号館711号室

　　　　　　　（地図は、http://web.waseda.jp/gsaps/access/　）

３．プログラム（日韓通訳付き）

　14：00～16：30　第1セッション「政治・軍事分野」

　　司会：　李鍾元（早稲田大学教授、韓国学研究所所長）

　　報告：　李寛世（慶南大学碩座教授、元韓国統一部次官）

　　　　　　　「金正恩体制の政治・軍事の変化と動向評価」

　　　　　　平井久志（共同通信客員論説委員）

　　　　　　　「金正恩唯一領導体系の〈安定性〉と〈脆弱性〉」

　　討論：　鄭載興（慶南大学教授）

　　　　　　礒崎敦仁（慶應義塾大学専任講師）

　

　16：30～16：45　休憩

　16：45～19：00　第2セッション「社会・経済分野」

　　司会：　尹大奎（慶南大学教授、極東問題研究所所長）

　　報告：　林乙出（慶南大学教授）

　　　　　　　「金正恩時代の経済・社会発展戦略と政策的含意」

　　　　　　三村光弘（環日本海経済研究所調査研究部長）

　　　　　　　「金正恩政権の経済政策―全般的経済改革の可能性」

　　討論：　梁文秀（北韓大学院大学教授）

　　　　　　小牧輝夫（大阪経済法科大学アジア太平洋研究センター客員教授）

４．主催：　慶南大学極東問題研究所、早稲田大学韓国学研究所

５．問い合わせ先

　１）事前申込不要

　２）問い合わせ先：　早稲田大学韓国学研究所　wiks@list.waseda.jp
